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　東日本大震災・原発事故後６回目の春、被災地・被災者において
はそれぞれの再興・復活のここまでの歩みを確かめ、さらなる前進
を期しているところでしょう。この間私たちは、被災地等における民
俗芸能等の伝統文化が、地域復興に向けての人々の再結集と活性
化のよりどころとして大きな力を発揮し、とりわけ子どもたちや若者
の参加がその力を倍加させるのを目の当たりにしてきました。
　このことから当財団では助成対象に「地域の活性化に貢献する文化
活動」ほかを新たに加え、平成26年から「地域に根ざした伝統文化（民
俗芸能）の保存と伝承、後継者の育成活動」等への助成を行っています。

SPOT
LIGHT

公益財団法人 東邦銀行 教育･文化財団
http://www.tohobankkyoikubunka.jp/

「地域の活性化に貢献する文化活動」
への助成から

下町子供手踊り保存会
（南相馬市 _H27助成）

黒岩春日神社雅楽部
（福島市 _H26助成）

▲平成27年11月14日
 原郷のこけし群西田記念館での開館20周年記念披露より

霊山神社濫觴武楽隊
（伊達市 _H28助成）

（本紙 6ページに紹介記事）

中田郷民俗芸能保存会（石川町 _H28助成）
（本紙７ページに紹介記事）
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東邦銀行教育・文化財団の助成金交付先対象団体について、1．平成 28 年度上期文化・スポーツ活動（平成 28 年 4 月から平成
28 年 9 月までの期間に実施予定の文化・スポーツ活動）は次の 18 団体（助成金額 230 万円）、２．地域の活性化に貢献する文
化活動は次の 3 団体（助成金額 30 万円）、３．高校生対象の文化・教育研究活動は次の３団体（助成金額 20 万円）に決定しました。

（助成金総額 280 万円）

助成金交付先対象団体と活動
TOPICS

１．平成 28 年度上期文化・スポーツ活動（決定）団体と活動名　　（文化９団体・スポーツ９団体）
　団　体　名 助成対象活動名 開催日・開催場所

文
化
部
門

春奏の会（福島市） 春奏2016　第23回筝曲演奏会 H28．4．2（土）　
伊達市立保原小学校

パシオン　プーロ・フラメンコ（福島市） 第６回発表会“フィエスタ　デ　ヴェラーノ” Ｈ28．7．24（日）　
福島テルサ　

フィール・ウインド・オーケストラ（伊達市） 第17回定期演奏会 Ｈ28．6．19（日）
福島県文化センター大ホール　

福島県水彩画会（郡山市） 第62回福島県水彩展 Ｈ28．６．28(火）～7．3(日）
郡山市民文化センター展示室

表郷戦争回顧展実行委員会（白河市） 戦争を後世に伝えるための調査記録作成、及び戦争回顧
展開催

Ｈ28．4～9月の期間
表郷多目的研修センター他

初音会（西白河郡） 筝曲演奏会　日本の響き Ｈ28．6．26(日）
矢吹町文化センター

会津美術協会（会津若松市） 第70回記念会津総合美術展 Ｈ28．4．16（土）～24（日）会津
若松市文化センター

田島太鼓　龍巳会（南会津郡） 田島太鼓　龍巳会　10周年記念コンサート Ｈ28．8．7（日）　
南会津町　御蔵入交流館　　　

優しく歌おうコスモスの会（いわき市） 石河清88才のファイナル・コンサート Ｈ28．5．7（土）　
いわき市文化センター大ホール

ス
ポ
ー
ツ
部
門

飯野町ソフトボールスポーツ少年団（福島市） 第４回ＵＦＯカップ Ｈ28．7．2（土）
伊達市月舘運動場

川俣ジュニアフレンズスポーツ少年団（伊達郡） 川俣ジュニアフレンズスポーツ少年団結成41ソフトボー
ル大会

Ｈ28．6．26（日）　
伊達市月舘運動場他　　

旭ミニバスケットボールスポーツ少年団（二本松市）第3回　ASAHI　CUP Ｈ28．5．21（土）5．22（日）
二本松市城山総合体育館他　

福島県障害者フライングディスク協会（郡山市） 第17回福島県障がい者フライングディスク大会 H.28．7．3（日）　
田村市陸上競技場　

小山田富西ミニバスケットボールスポーツ少年団
（郡山市） 第20回小山田ミニバスケットボールフェスティバル Ｈ28．8．20（土）8．21（日）

ユラックス熱海体育館他

大槻バレーボールスポーツ少年団（郡山市） 第2回東日本震災復興祈念　大槻杯バレーボール大会 H.28．9．17（土）9．18（日）
郡山市西部体育館他　

朝日が丘ソフトボールスポーツ少年団（郡山市） 朝日が丘ソフトボールスポーツ少年団結成3０周年記念大会 H.28．9．18（日）　
朝日が丘小学校他

三春軟式野球スポーツ少年団（田村郡） 三春軟式野球スポーツ少年団結成5周年記念交流大会 H.28．9．10（土）9．11（日）
三春町営野球場他　

ジンギスカップ実行委員会（マウンテンバイク）（耶麻郡）ジンギスカップIN磐梯高原　10周年記念事業 H28.7.24（日）8.28（日）10.1（土）
磐梯南ヶ丘牧場　　

２．地域の活性化に貢献する文化活動（決定）団体と活動名（3 団体）
　団　体　名 助成対象活動の内容 活動場所

霊山神社濫觴武楽隊 霊山神社の春季例大祭にて「濫觴武楽」を奉納。地元の児
童に郷土芸能を伝承。

霊山神社「濫觴武楽」の古式ゆかし
い伝統奉納。

福島虫の会 自然の観察・調査・研究等を開催。機関紙「ふくしまの虫」
を発行。 県内に生息する昆虫を調査。

中田郷民俗芸能保存会 三匹獅子舞演目「山」の復元、ささら子ども教室の実施。 石川町中田地区に伝わる「中田のさ
さら」等の民俗芸能。

３．高校生対象の文化・教育研究活動（決定）団体と活動名（３団体）
　団　体　名 助成対象活動の内容 活動場所

福島県立福島高等学校
スーパーサイエンス部好適環境水班 好適環境水下で育った魚の生理学的・遺伝学的変化の調査。 同校生物実験室

福島県立福島高等学校
スーパーサイエンス部放射線班 福島県内外の高校生個人線量調査・分析研究。 同校物理実験室

福島県磐城第一高等高等学校
フラ愛好会「プアラニ」

市内の福祉施設、保育所等でのフラ披露を通して、地域活
性化や人材の交流を図る。 いわき市内を中心

公益財団法人末延財団様から
義捐金 30 百万円の寄附

　今般、東京の公益財団法人末延財団様から県内現状を鑑み被災生徒へ
奨学金として役立てて欲しいと義捐金 30 百万円の寄附をいただきました。平
成 24 年度にも30 百万円寄附を受け、その義捐金を原資に「末延財団震
災特別枠」として３年間募集、のべ 39 名に奨学金を給付しています。今年
度以降、同様に震災特別枠として増枠募集予定です。（詳細２ページ掲載）
　また、３月３日第 75 回理事会の席で、多額の寄附をいただいた福島商事
株式会社、東邦土地建物株式会社、東邦ビル株式会社の３社様に感謝状
の贈呈を行いました。

TOPICS

「
平
成
29
年
度
新
規
奨
学
生
」
の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

　
「
募
集
期
間
」
は
、
５
月
〜
６
月
で
す
。（
募
集
開
始
時
に
発
表
し
ま
す
。）

　
「
願
書
・
推
薦
調
書
等
の
必
要
書
類
」
は
県
内
の
各
高
等
学
校
長
宛
へ
送
付
い
た
し
ま
す
。（
学
校
を

通
し
て
の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。）

　
今
年
度
か
ら
通
常
枠
15
名
に
、
公
益
財
団
法
人
末
延
財
団
様
か
ら
の
「
末
延
財
団
特
別
枠
」
10

名
を
加
え
て
25
名
の
募
集
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、「
奨
学
生
募
集
の
内
容
に
つ
い
て
」
は
左
記
の
と
お
り
で
す
（
当
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
も
掲

載
し
て
い
ま
す
）。

★お問い合わせは：《公益財団法人 東邦銀行教育・文化財団事務局 奨学金担当　	
　　　　　　　　　TEL 024-523-5882》までお願いします。

当
財
団
の
奨
学
金
事
業
に
つ
い
て

TOPICS

　

東
邦
銀
行
教
育
・
文
化

財
団
附
属
「
西
田
記
念
館
」

は
、
平
成
７
年
４
月
の
開
館

か
ら
20
周
年
を
迎
え
た
記

念
の
年
に
、
来
館
者
20
万

人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

20
万
人
目
と
な
っ
た
福
島

市
笹
木
野
の
生
田
さ
ん
（
写

真
中
央
）
と
義
兄
の
油
井

さ
ん
ご
夫
妻
の
３
名
に
は
、

当
財
団
の
高
城
理
事
長
よ

り
感
謝
状
と
こ
け
し
セ
ッ
ト

な
ど
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

油
井
さ
ん
は
「
こ
け
し

好
き
で
度
々
訪
れ
て
い
ま
す

が
、
音
楽
会
な
ど
の
催
し
も

楽
し
い
の
で
今
後
も
足
を
運

び
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

引
き
続
き
ロ
ビ
ー
で
の
催
し

や
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
開

催
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
是

非
一
度
西
田
記
念
館
へ
足
を

お
運
び
下
さ
い
。

１. 応募資格
　次の各号の要件に該当する方
　（1）福島県内在住の高等学校を卒業予定の方で、学校教育法に定める
	 大学のうち、４年制以上の大学に進学を希望する方。
　（2）学業優秀、心身健全、品行方正である方。
　（3）経済的理由のため修学が困難であると認められること。
　（4）福島県内に居住し、生計を維持する保護者の子弟であること。
　（5）在学する高等学校長の推薦を得られる方。
　※ なお、他の奨学資金制度との併用も可能です。

２．奨学金の給付額（返済の義務はありません）
　　入　学　年　度　　　　　年　額　　　　200,000円
　　２学年〜４学年　　　　　年　額　　　　200,000円

　　総　　　　額　　　　　　　　　　　　　800,000円

３．奨学資金の給付期間　入学後　４年間

４．採用予定数
　　25名（通常枠 15名、及び末延財団特別枠 10名）

５．選考および決定通知
（1）当財団規定により審査委員会の選考を経て理事会において決定（内定）
　　します。決定後速やかに在学する高等学校長経由で本人あて通知します。
（2）入学後大学の在学証明書の提出により確認し、正式採用者と決定します。

西
田
記
念
館
の
来
館
者

20
万
人
達
成
！！

TOPICS

左
か
ら
高
城
理
事
長
、
油
井
さ
ん
、
生
田
さ
ん
、

油
井
さ
ん
の
奥
さ
ま
、
鹿
野
常
務
理
事



❺ ❹

こけし

原郷のほほえみ

企
画
展
報
告　
■
平
成
27
年
４
月
〜
７
月

～
西
田
記
念
館
開
館
２０
周
年
記
念
特
別
展
～

「
西
田
記
念
館
２０
年
の
軌
跡
」

平
成
２８
年
度
の
企
画
展

これまでの企画展ポスターと関連こけし

開館 20周年記念「春奏の会演奏会」

福島のこけし愛好会コレクション展

これまでの企画展と関連こけしの展示

小学生への教育・普及活動

原郷のこけし群 西田記念館
福島市荒井字横塚3-183（アンナガーデン）
TEL 024-593-0639／FAX 024-593-0811
http://nishidakinenkan.or.jp/

　

西
田
記
念
館
は
東
邦
銀
行
の
創

立
５０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
よ

り
豊
か
な
地
域
文
化
の
創
造
及
び
地

域
住
民
の
健
康
増
進
」
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
財
団
法
人 

東
邦
銀
行

文
化
財
団
（
現
公
益
財
団
法
人 

東

邦
銀
行
教
育
・
文
化
財
団
）
の
事

業
の
一
つ
で
す
。
今
回
の
企
画
展
で

は
、
平
成
７
年
に
開
館
し
た
西
田
記

念
館
が
ど
の
よ
う
に
地
域
と
か
か
わ

り
、
歩
ん
で
き
た
か
を
こ
れ
ま
で
の

展
示
、
教
育
普
及
活
動
、
文
化
事

業
な
ど
を
通
し
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

■ 

西
田
記
念
館
の
展
示

　

各
展
示
室
と
地
階
ロ
ビ
ー
の
写
真

コ
ー
ナ
ー
は
年
２
～
４
回
の
展
示
替

え
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
西
田

記
念
館
は
こ
け
し
専
門
展
示
館
の
中

で
も
企
画
展
を
開
催
す
る
特
色
を

持
っ
て
お
り
、
毎
年
運
営
委
員
会
で

企
画
展
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
こ
れ
ま
で
開

催
し
た
企
画
展
と
そ
の
関
連
こ
け
し
・

ポ
ス
タ
ー
で
紹
介
し
た
こ
け
し
な
ど
を

展
示
し
、
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
一
般
に
広
く
こ
け

し
を
紹
介
す
る
た
め
、
東
邦
銀
行
の

ロ
ビ
ー
で
開
催
し
た
出
張
こ
け
し
展

の
様
子
も
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
展

示
会
は
、
開
催
す
る
支
店
に
よ
り
地

域
の
こ
け
し
を
紹
介
し
た
り
、
現
役

工
人
の
紹
介
を
し
た
り
な
ど
身
近
な

こ
け
し
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

■ 

教
育
・
普
及
活
動

　

西
田
記
念
館
で
は
学
校
教
育
に
お

け
る
見
学
学
習
を
無
料
で
受
け
入

れ
て
お
り
、
こ
け
し
の
歴
史
や
特
徴

を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

様
々
な
資
料
や
映
像
を
そ
ろ
え
紹
介

し
て
い
ま
す
。
見
学
内
容
は
学
校
側

と
の
ご
相
談
に
よ
り
、
学
芸
員
解
説

に
よ
る
こ
け
し
の
歴
史
・
作
り
方
・

特
徴
の
紹
介
、
展
示
室
の
見
学
、
こ

け
し
工
人
が
作
る
様
々
な
木
地
玩
具

の
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
小
学
校
で
の
出
前
授
業
や
学
習

セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
で
の
一
般
向
け

こ
け
し
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。
企

画
展
で
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
様

子
を
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
し
た
。

■ 

文
化
事
業

　

西
田
記
念
館
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
文

化
事
業
と
し
て
平
成
９
年
に
北
川
暁

子
氏
の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
、
平
成

１０
年
に
「
う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
物

語
紀
行
」
と
し
て
民
話
と
方
言
詩
の

つ
ど
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

今
年
度
は
開
館
２０
周
年
事
業
と
し

て
様
々
な
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
演
奏
会
当
日
は
無
料
開
放
さ

れ
、
こ
け
し
と
共
に
演
奏
や
伝
統
芸

能
を
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■ 

地
域
と
の
か
か
わ
り

　

西
田
記
念
館
は
平
成
７
年

の
オ
ー
プ
ン
以
降
ア
ン
ナ
ガ
ー
デ

ン
形
成
の
一
翼
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ン
当
初
、
記
念

館
周
辺
は
平
成
５
年
に
で
き
た

聖
ア
ン
ナ
教
会
と
レ
ス
ト
ラ
ン
が

あ
る
静
か
な
高
台
で
し
た
。
し

か
し
、
記
念
館
オ
ー
プ
ン
後
、

次
々
と
新
し
い
店
が
で
き
る
と

各
店
の
代
表
が
集
ま
っ
て
ア
ン

ナ
の
会
が
発
足
し
、
福
島
の
観

光
地
ア
ン
ナ
ガ
ー
デ
ン
へ
と
発
展

し
ま
し
た
。
企
画
展
で
は
こ
れ

ま
で
の
ア
ン
ナ
ガ
ー
デ
ン
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
展
示
し
、
店
舗
の

移
り
変
わ
り
の
様
子
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
田
記
念
館
は
こ
け

し
を
中
心
と
し
た
様
々
な
地
域

イ
ベ
ン
ト
に
も
協
賛
し
て
い
ま

す
。
４
月
の
土
湯
こ
け
し
祭
り
や
１０

月
の
東
北
文
化
の
日
の
無
料
開
放
、

７
月
の
こ
け
し
の
展
示
即
売
会
「
美み

轆ろ
く

展て
ん

」
へ
の
会
場
提
供
・
無
料
開
放

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２７

年
は
開
館
２０
周
年
記
念
特
別
展
と

し
て
「
福
島
の
こ
け
し
愛
好
会
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
」
を
企
画
し
、
県
内
に
拠

点
が
あ
る
愛
好
会
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を  

　
一
堂
に
紹
介
し
ま
し
た
。

４
月
～
７
月

「
変
化
は
進
歩
」
を
求
め
て

～
美
轆
展
２５
年
の
歩
み
～

　　
美
轆
展
と
は
、
こ
け
し
工
人
の
親

睦
と
創
作
意
欲
の
高
揚
の
た
め
平
成

３
年
に
発
足
し
た
「
美
轆
会
」
工
人

に
よ
る
展
示
会
の
こ
と
で
す
。
こ
の

展
示
会
で
は
東
北
各
地
か
ら
こ
け
し

工
人
が
集
ま
っ
て
こ
け
し
や
木
地
玩

具
の
展
示
即
売
が
行
わ
れ
、
伝
統
こ

け
し
の
世
界
に
新
風
を
吹
き
込
ん
で

い
ま
す
。
美
轆
展
は
毎
年
７
月
当
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
今
年
２５
回
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
そ
の
歩
み
を
紹
介

し
ま
す
。

８
月
～
１１
月

世
界
を
か
け
め
ぐ
る
こ
け
し
　
　「
メ
キ
シ
こ
け
し
」
展　
　

　
メ
キ
シ
コ
先
住
民
に
よ
る
絵
付
け
こ
け
し
「
メ
キ
シ
こ
け
し
」
と
こ
け
し
工
人
が

メ
キ
シ
コ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
こ
け
し
、
メ
キ
シ
コ
の
手
工
芸
品
な
ど
を
「CHID

O
 

PRO
JECT

」
と
の
共
同
主
催
に
よ
り
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
他
に
も
こ
れ
ま
で
の

こ
け
し
の
国
際
文
化
交
流
や
世
界
の
木
地
玩
具
な
ど
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

１２
月
～
３
月

福
島
を
中
心
と
し
た

こ
け
し
産
地
と
そ
の
背
景

　
こ
け
し
発
生
の
技
術
基
盤
と
な
っ
た
木
地
業
の
歴
史
や
生
活
、
こ
け
し
産
地
と
の
係
わ

り
に
つ
い
て
福
島
を
中
心
に
木
地
屋
文
書
や
木
地
製
品
を
展
示
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



　

霊
山
神
社
の
春
の
例
大
祭
（
4
月
29

日
）
で
、
地
元
大
石
小
学
校
の
児
童
を
含

む
濫
觴
武
楽
隊
が
、
白
襷
白
鉢
巻
の
武

装
姿
で
拝
殿
へ
と
進
み
、
笛
太
鼓
の
囃
子

に
合
わ
せ
天
空
に
太
刀
を
か
ざ
し
、
勇
壮

な
剣
舞
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
同
神
社
に

ま
つ
ら
れ
た
南
朝
の
武
将
・
北
畠
顕
家
が

国
府
を
霊
山
に
移
し
た
際
、
地
元
民
が
歓

迎
し
て
舞
っ
た
の
が
起
源
と
い
わ
れ
る
濫
觴

武
楽
の
舞
で
す
。（
表
紙
参
照
）

　

同
武
楽
隊
で
は
、
濫
觴
武
楽
を
地
元

小
学
生
に
受
け
継
い
で
も
ら
う
た
め
、
大

石
小
学
校
の
授
業
に
直
接
参
加
し
て
指
導

し
て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
を
目
に
し
た
担

任
の
教
諭
は
「
児
童
が
振
り
上
げ
た
刀

に
光
が
反
射
す
る
様
子
を
見
て
、
昔
の
子

ど
も
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
踊
っ
て
い
た
の
だ

と
思
い
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、
小
学
校
最
後

の
舞
を
奉
納
し
た
6
年
生
は
「
本
番
は

緊
張
し
ま
し
た
が
、
精
一
杯
、
思
い
切
り
、

楽
し
く
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
学
ん

だ
こ
と
を
下
級
生
に
教
え
た
い
で
す
」
と
、

ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な
っ
た
様
子
を
見
せ

　

石
川
町
中
田
地
区
の
八
坂
神
社
で
、
毎

年
9
月
に
子
ど
も
た
ち
の
三
匹
獅
子
舞
、

ま
た
青
年
の
「
あ
ば
れ
神
楽
」
な
ど
が
勇

壮
に
奉
納
さ
れ
ま
す
（
表
紙
参
照
）。
そ

の
総
称
が
「
中
田
の
さ
さ
ら
」
で
、
三
匹

獅
子
舞
、
四
方
固
め
、
神
楽
3
種
、
白

鍬
踊
り
な
ど
数
多
い
演
目
が
伝
承
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
で
も
「
白
鍬
踊
り
」
は
、

当
地
区
に
伝
わ
る
田
植
え
の
所
作
を
用
い

た
神
お
ろ
し
の
名
残
を
と
ど
め
た
珍
し
い

踊
り
で
す
。

●
霊
山
神
社
濫
觴
武
楽
隊
（
伊
達
市
）

「
濫ら

ん

觴じ
ょ
う

武
楽
」
の
伝
承
と
そ
の
普
及
へ
の
活
動

●
中
田
郷
民
俗
芸
能
保
存
会
（
石
川
町
）

「
中
田
の
さ
さ
ら
」
を
次
世
代
へ
継
承

「
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
文
化
活
動
」
平
成
28
年
度
助
成
団
体

❼ ❻

東邦銀行教育・文化財団が平成 27 年度に助成を行った「文化・スポーツ団体の活動」から、
今回はいわき市の「ＩＴＰいわき演劇プロジェクト」と郡山市の「福島県障害者フライ
ングディスク協会」、および平成 28 年度に助成を行う「地域の活性化に貢献する文化活動」
の中から、伊達市の「霊山神社濫觴武楽隊」、石川町の「中田郷民俗芸能保存会」の活動
をご紹介します。

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
に

気
持
ち
を
の
せ
て

　

今
回
の
大
会
は
、
障
が
い
者
に
ス
ポ
ー
ツ

を
通
し
て
心
身
の
維
持
増
進
と
積
極
的
な

社
会
参
加
を
し
て
も
ら
お
う
、
ま
た
、
田

村
市
に
原
子
力
災
害
か
ら
避
難
し
て
い
る

障
が
い
者
の
方
に
少
し
で
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
田
村
市
で
の

継
続
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天

に
も
恵
ま
れ
、
例
年
以
上
の
参
加
者
数
と

な
り
、
盛
会
で
し
た
。

　

当
日
は
、
大
会
に
初
め
て
参
加
し
た
施

い
わ
き
演
劇
の
活
気
を
取
り
戻
す
！

質
の
高
い
“
初
舞
台
”
に
驚
き
の
声

　

震
災
直
後
、
若
い
演
劇
人
の
他
県
へ
の

避
難
や
見
通
せ
な
い
将
来
へ
の
不
安
か
ら
活

気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
い
わ
き
の
街
と
演
劇

界
。
そ
こ
に
以
前
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た

い
！
と
結
成
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｐ
い
わ
き
演
劇
プ

ロ
ジェク
ト
の
「
俳
優
養
成
塾
」
塾
生
ら
に

よ
る
、
初
め
て
の
公
演
で
し
た
。
現
役
高

校
生
１
人
、
初
舞
台
２
人
ほ
か
市
内
の
ア
マ

チ
ュア
演
劇
人
ら
、
合
計
16
人
と
い
う
大
人

数
の
キ
ャ
ス
ト
が
繰
り
広
げ
た
個
性
溢
れ
る

熱
演
と
リ
ア
ル
な
舞
台
装
置
に
、
客
席
か

ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
と
絶
賛
の
声
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
時
の
物
置
」
は
、
第
２
次
大
戦
後
の

急
激
な
価
値
観
の
変
化
を
生
活
の
場
か
ら

描
い
た
劇
作
家
・
永
井
愛
の
「
戦
後
生
活

史
劇
３
部
作
」
の
第
１
部
に
あ
た
る
作
品

で
、
1
9
6
0
年
代
の
高
度
経
済
成
長

期
の
「
新
城
家
」
の
茶
の
間
を
中
心
に
、

忘
れ
ら
れ
な
い
「
時
」
が
刻
ま
れ
て
ゆ
く

様
子
が
描
か
れ
ま
す
。
60
歳
代
の
観
客
は

テ
レ
ビ
が
茶
の
間
に
入
っ
て
き
た
こ
ろ
の
気

設
チ
ー
ム
や
個
人
だ
け
で
な
く
、
施
設
関

係
者
の
方
も
選
手
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
選
手
た
ち
は 

「
暑
か
っ
た
け
れ

ど
、
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
を
も
ら
え

て
、
ま
た
み
ん
な
に
応
援
さ
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
デ
ィ
ス
ク
を
投
げ
る
の
が
楽

し
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

丹
野
大
協
会
長
は
「
当
協
会
は
ど
こ
へ

で
も
出
張
し
て
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
教
室

を
行
い
ま
す
。
障
が
い
を
持
っ
た
方
と
健

常
の
方
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま

で
が
一
緒
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

分
を
思
い
出
し
、
若
い
世
代
は
親
や
祖
父

母
ら
の
時
代
を
目
の
当
た
り
に
す
る
思
い
で

舞
台
に
引
き
込
ま
れ
、
演
劇
の
醍
醐
味
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

　

公
演
後
、
竹
田
一
行
代
表
は
「
地
道
な

が
ら
も
継
続
し
て
活
動
を
続
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
質
の
高
い
作
品
・
舞
台
を
観

客
に
提
供
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
演
劇
の
分
野

で
中
心
と
な
る
団
体
を
目
指
し
、
首
都
圏

で
の
公
演
（
い
わ
き
を
発
信
す
る
）
も
視

野
に
入
れ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
」
と
さ
ら

な
る
抱
負
を
語
って
く
れ
ま
し
た
。

［競技種目］大会は下記の種目で競われました
○ディスタンス（個人）競技
　レディース・シッティング（女子座位）、
　メンズ・シッティング（男子座位）、
　レディース・スタンディング（女子立位）、
　メンズ・スタンディング（男子立位）　
○アキュラシー（個人）競技
　ディスリート・ワン（１ｍ）、ディスリート・スリー
（３ｍ）、ディスリート・ファイブ（５ｍ）、
　ディスリート・セブン（７ｍ）
○アキュラシー団体競技
　ディスリート・ファイブ（５ｍ）

フラッシュ

FLASH!!
かがやく東邦銀行教育 ･文化財団では、平成28年 10月から同29年３月までの期間中に活動計画のある「文化・

スポーツ団体」を対象に、平成28年５月１日～６月30日まで助成申請の受付を行う予定です。
▶詳しくは当財団のホームページの「文化・スポーツに対する助成事業」をご覧いただくか、
　事務局☎（024）523-5882 までご照会ください。

助成団体の活動から

平
成
27
年
７
月
12
日
（
日
）　
田
村
市
陸
上
競
技
場

平
成
27
年
５
月
16
日（
土
）、５
月
17
日（
日
）　
い
わ
き
芸
術
文
化
交
流
館
ア
リ
オ
ス

文化・スポーツ活動
平成 27 年度上期

助成団体
「スポーツ部門」

文化・スポーツ活動
平成 27 年度上期

助成団体
「文化部門」

福
島
県
障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会
は
、
障
が
い

者
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
の
普
及
と
地
域
に
お
け

る
発
展
及
び
指
導
員
の
養
成
、
障
が
い
者
自
身
が
積
極
的

に
活
動
す
る
こ
と
、
社
会
参
加
の
促
進
な
ど
を
目
的
に
平

成
12
年
５
月
に
結
成
さ
れ
た
。
現
会
員
数
1
3
0
名
。

Ｉ
Ｔ
Ｐ
い
わ
き
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
い
わ
き
の
演
劇

人
の
育
成
と
演
劇
文
化
再
興
・
発
展
を
目
指
し
て
、
劇
団

青
年
座
の
高
木
達
（
い
わ
き
市
出
身
）
と
地
元
の
竹
田
一

行
が
中
心
に
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
企
画
・
制
作
集
団
。
震

災
直
後
の
平
成
23
年
５
月
に
結
成
。
現
会
員
数
10
名
。

三匹獅子舞（ささら子ども教室発表会）

白鍬踊り（ささら子ども教室発表会）

●
Ｉ
Ｔ
Ｐ
い
わ
き
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
い
わ
き
市
）

I
T
P
い
わ
き
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

俳
優
養
成
塾
公
演
「
時
の
物
置
」

●
福
島
県
障
害
者
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会
（
郡
山
市
）

第
16
回
福
島
県
障
が
い
者

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会

●お知らせ　助成申請のご応募お待ちしています

て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
舞
を
観
た
方
か
ら
は
「
時
空
を

超
え
て
途
絶
え
る
こ
と
な
く
伝
承
さ
れ
、

毎
年
欠
か
さ
ず
奉
納
さ
れ
て
い
る
地
元
の

方
々
の
熱
い
心
に
感
激
し
た
」
と
い
う
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

武
楽
隊
代
表
の
大
橋
吉
成
さ
ん
は
「
濫

觴
武
楽
の
舞
は
、
地
元
小
学
生
と
児
童
保

護
者
の
深
い
理
解
に
よ
り
、
児
童
の
参
加

を
得
て
存
続
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
武

楽
で
使
用
す
る
衣
装
や
備
品
の
管
理
補
充

も
行
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

三
匹
獅
子
舞
演
目
「
山
」
の
復
元
や
、

そ
の
青
少
年
へ
の
伝
承
の
た
め
の
練
習
指

導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
瀬
谷
事
務
局
長
か

ら
は
「
子
ど
も
の
演
目
は
以
前
、
7
組

の
当
番
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は

子
ど
も
が
少
な
く
な
り
地
区
全
体
か
ら
選

出
し
て
い
る
た
め
、
演
奏
曲
を
統
一
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
」
と
の
苦
労
話
も
あ
り

ま
し
た
が
、
会
員
ら
は
「
伝
統
芸
能
を
絶

や
す
こ
と
な
く
続
け
た
い
、
を
合
い
言
葉

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と
意
気
盛
ん
で
す
。

地
元
小
学
校
で
の「
さ
さ
ら
子
ど
も
教
室
」

も
開
催
し
て
お
り
、
体
験
し
た
子
ど
も
た

ち
の
「
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
踊
り
た

い
」
の
声
を
力
に
、
地
域
の
活
性
化
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
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ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
・
ト
ー
ク

編 集 後 記

　

会
長
の
沓
澤
宏
さ
ん
の
ご
自
宅
が
例
会
場
。

会
員
22
名
が
、
こ
こ
に
月
4
回
集
う
。
奥
さ
ま

美
奈
子
さ
ん
が
箏
（
琴
）の
指
導
を
務
め
て
い
る
。

　

部
屋
に
箏
の
音
色
が
響
く
。
和
の
弦
楽
器
が

も
つ
、
何
と
も
い
え
な
い
ゆ
ら
ぎ
の
音
が
、
身
も

心
も
包
み
込
ん
で
く
れ
る
。「
箏
は
伝
統
の
世
界

で
す
か
ら
、
宗
家
や
し
き
た
り
や
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
し
が
ら
み
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
ら
を
いっ

た
ん
外
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
も
教
え
て
自
分
た

ち
も
楽
し
み
た
い
。
箏
曲
を
ポ
ピュラ
ー
な
も
の
に

し
て
い
き
た
い
。
そ
う
思
っ
た
ん
で
す
」
と
宏
さ

ん
。「
そ
ん
な
会
の
匂
い
を
嗅
ぎ
つ
け
た
人
た
ち
で
、

自
然
と
メ
ン
バ
ー
は
集
ま
り
ま
し
た
」
と
笑
う
美

奈
子
さ
ん
。

　

美
奈
子
さ
ん
が
福
島
市
内
の
小
学
校
で
ク
ラ
ブ

活
動
を
指
導
し
て
い
た
時
、
児
童
の
一
人
が
イ
ギ

リ
ス
に
渡
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
前
に
琴
で
「
春

の
海
」
を
弾
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
行
き
た
い
、

と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
と
い
う
。
特
訓
の
末
い
よ

い
よ
「
お
別
れ
会
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
美
奈
子
さ
ん
の
仲
間
も
含
め
て
一
緒

に
演
奏
会
を
開
い
た
。
こ
れ
を
「
春
奏
の
会
・

演
奏
会
」
の
第
一
回
に
、
と
活
動
を
始
め
た
。

正
式
発
足
は
平
成
6
年
。
以
来
毎
年
、
春
に

定
期
演
奏
会
を
開
き
、
今
年
で
23
回
を
重
ね
た
。

　
　
「
昨
年
の
演
奏
会
の
あ
と
に
、『
愛
好
会
の

皆
さ
ん
の
演
奏
は
、
深
く
て
重
く
て
優
し
く
て
、

弾
い
て
い
る
一
所
懸
命
さ
、
つ
た
な
さ
が
伝
わ
る
。

感
動
し
て
涙
が
出
た
』
と
言
って
く
だ
さ
っ
た
方
が

い
る
ん
で
す
」
と
美
奈
子
さ
ん
。
つ
た
な
さ
を
ほ

め
て
く
れ
た
の
が
嬉
し
い
、
と
二
人
は
口
を
そ
ろ

え
る
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
自
分
な

り
に
表
現
す
れ
ば
下
手
で
も
一
所
懸
命
さ
が
伝

わ
る
。
そ
れ
が
聴
く
人
の
心
を
打
つ
。
上
手
下

手
を
超
え
て
、
い
か
に
自
分
の
表
現
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
か
、
そ
こ
を
会
は
大
切
に
し
て
い
る
。
だ

か
ら
、
こ
の
感
想
を
も
ら
って
、「
あ
あ
、
私
た
ち

が
今
や
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
で
い
い
ん
だ
ね
」
と

み
ん
な
で
確
認
し
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

演
奏
会
曲
目
は
、
伝
統
的
な
箏
曲
だ
け
で
な

く
、
最
新
の
ヒッ
ト
曲
な
ど
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

「
メ
ン
バ
ー
が
や
り
た
い
、
と
い
う
最
近
の
曲
を
演

奏
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
や
っ
て
み
て
ち
ょっ
と
合

わ
な
い
な
…
と
い
う
時
は
却
下
し
ま
す
が（
笑
）」。

ま
た
楽
曲
に
よ
って
は
箏
、
三
絃
（
三
味
線
）
の

ほ
か
に
、
フ
ル
ー
ト
、
ホ
ル
ン
、
ピ
ア
ノ
な
ど
と
も
コ

ラ
ボ
し
、
普
段
聴
く
こ
と
の
な
い
音
色
を
楽
し
ん

春奏の会（福島市岡部）

箏
そう

の音色の魅力を、
より多くの人へ伝えたい

原郷のこけし群西田記念館にて。「いつもと違う発
表の機会を頂き、有意義な演奏会となった」

会長の沓澤宏さん（左）と箏を
指導する沓澤美奈子さん。元教
師の二人の優しく温かい人柄から
会の雰囲気が伝わってきた

で
も
ら
う
工
夫
も
凝
ら
し
て
い
る
。

　

昨
秋
は
原
郷
の
こ
け
し
群
西
田
記
念
館
で
の
演

奏
会
も
実
現
し
た
。「
そ
う
い
う
機
会
を
頂
い
て

演
奏
で
き
る
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
宏

さ
ん
。
美
奈
子
さ
ん
も
「
会
場
の
ロ
ケ
ー
ション
が

と
て
も
素
晴
ら
し
く
て
、
い
つ
も
と
ち
が
う
場
所

で
や
る
の
も
い
い
も
の
で
す
ね
。
音
を
出
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
こ
が
ま
た
違
う
空
間
に
な
る
の
が
い

い
!
」
と
目
を
細
め
た
。
自
分
た
ち
の
演
奏
を

聴
い
た
人
が
、
何
か
を
感
じ
て
く
れ
る
。
そ
れ
を

会
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
無
上
の
喜
び
と
し
て
い
る
。

　

大
切
に
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
。「
あ
の

音
、
あ
の
音
楽
、
と
い
う
『
い
い
も
の
』
が
自
分

の
中
に
あ
って
、
そ
れ
に
近
づ
き
た
い
、
と
い
う
気

持
ち
で
練
習
し
、
演
奏
す
る
こ
と
が
大
事
」
と

美
奈
子
さ
ん
。
同
じ
メ
ロ
デ
ィ
を
弾
い
て
も
、
そ

れ
が
簡
単
な
曲
で
あ
って
も
、
師
と
仰
ぐ
人
の
演

奏
は
ま
っ
た
く
違
う
、
そ
の
音
色
は
深
い
の
だ
と
い

う
。
そ
う
い
う
憧
れ
の
音
を
、
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と

り
が
心
の
中
に
持
って
い
る
。

　
「
箏
に
は
ろ
う
そ
く
の
火
の
ゆ
ら
ぎ
の
よ
う
な
、

日
本
的
な
音
楽
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
」
と
宏
さ
ん
。
美
奈
子
さ
ん
は
「
で
も
公

教
育
で
の
指
導
者
が
足
り
な
い
の
が
実
情
で
す
」

と
、
会
の
メ
ン
バ
ー
と
も
ど
も
学
校
を
訪
問
、
琴

の
指
導
を
行
う
な
ど
„
種
ま
き
＂
に
も
努
め
て
い

る
。

　

邦
楽
の
味
わ
い
、
美
し
さ
、
楽
し
さ
を
伝
え
る

た
め
に
、
春
奏
の
会
は
こ
れ
か
ら
も
深
く
て
優
し

い
音
色
を
奏
で
続
け
る
。

　
箏
の
音
色
を
追
い
求
め
て

 「
つ
た
な
さ
」
か
ら
も
伝
わ
る
感
動
を

　
邦
楽
の
楽
し
さ
を
広
く
伝
え
た
い

第22回 春奏の会 箏曲演奏会（2015年）にて。
幅広い年代層の会員の顔ぶれも大きな魅力 !


